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はじめに

　今日、学級崩壊、青少年の非行や犯罪、い
じめなど、子どもに関わる問題は社会問題と
して大きくとりあげられている。最近は学校
現場が事件の舞台になることも多い。学校で
教師が傷つけられたり、子ども同士の暴力事
件、さらに陰湿ないじめが自殺等悲惨な結果
を招いたりしている。そして、このような問
題が議論されるときには、「昔に比べて子ど
もが変わった」という指摘がなされる。
　しかし、本当に子どもは変わったのだろう
か？　「子どもが変わった」というときの子
どもは一体何を指しているのであろうか？　
子どもが変化したと言うとき、集団としてそ
のような傾向を示すようになっているのか、
それとも特別な個人の際だった行動を指して
いるのであろうか？　あるいは、昔は特殊な
行動であった行動特徴を示す子どもの割合が、
最近は増えてきたということを意味している
のであろうか？　または、行動や心の特徴の
種類によって、様々な様態を示すのであろう
か？　この意味合いの違いは、大変重要なこ
とだと思われる。
　確かに、子どもの変わり様は、実際のとこ
ろさまざまな角度から検討する必要のあるこ
とだが、本研究では、まずは「子どもは本当
に変わったのか、もし変わったのなら実際に
どの様な事実として変わったのか」というこ
とを、実証的なデータを基に検証することに
した。

　調査１では、５・６年生を対象に、自己意
識の他に、落合・石王（2005）で指摘されて
きた行動特徴から、「自分の評価（主観的統
制感）」「自分の管理（行動の自己統制）」、「ス
トレスに対する対処」を取り上げた。調査２
では、５年生を対象に、自己意識尺度に加え
て、「児童用コンピテンス尺度」「社会的責任
目標についての調査」をすることにした。
　自己意識を取り上げたのは以下の理由であ
る。人はそれぞれ自己意識という自分につい
ての考えや知識を持っている。小学校５．６
年生頃になると、それまでは「私は～を持っ
ている」「私の身長は～である」など、自分
の外面的特徴ばかりを自分の特徴としてあげ
ていた子どもが、「私は恥ずかしがりやであ
る」など、自分の内面的特徴をあげはじめる。
すなわち自分の内面に意識が向き始める頃な
のである。この時期の子どもを対象にして、
自己の外面や他者に対する態度という、自己
の外面への注意の側面をみた「公的自己意識」
と、自己の内面、感情、気分など自己の内面
に注意を向けやすい傾向を示す「私的自己意
識」とを測定し、過去の調査結果との比較か
ら、子どもの変化をみることができると考え
た。
　さらに他のテストは、落合・石王（2005）
で述べられた、現在の子どもの行動や心理的
特徴を反映したものを選んだ。落合・石王
（2005）によると、学級崩壊でみられる子ど
もたちの主な特徴は、我慢ができない、規則
が守れない、教師の指導に従わない、自分で
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考えることなく友達に同調する、自分の持ち
物の管理ができないなどである。青少年の非
行や犯罪では、「キレる」という言葉で代表
されるように、すぐに暴力に訴える、感情の
コントロールができないことに加えて、正高
（2001）は、自分の気持ちを言葉であらわす
ことが苦手というコミュニケーション能力の
低さなどをあげている。また、いじめなどで
攻撃的行動をとる子どもは、相手の気持ちを
考えるという共感性が低いことや、暴力を有
効な手段と考えていることなどが特徴として
あげられる。
　これらを考慮してみると、子どもの問題行
動の背景には、「自分が何をしても変わらな
い」「努力をしても何も変わらない」という
自己統制感のなさや、「やりたいことがあっ
てもがまんして、しなければならないことを
する」「時と場合によってはがまんできる」
という行動の自己統制ができないこと、さら
にストレスに対して耐性が低く、すぐ暴力的
行動や短絡的な解決に訴えようとすることが
あげられる。調査１では、これらの「自分の
評価（主観的統制感）」「自分の管理（行動の
自己統制）」「ストレスに対する対処」を調べ、
過去のデータと比較して検討することにした。
調査２では、「自己有能感」や「社会的責任
目標」を調べることにした。自己有能感とい
うは、「自分は～できる」「～には自信がある」
という感情である。自己有能感の低い子ども
は、何かに打ち込むことがなく、いじめなど
短絡的に結果が出る行動にはしって満足感を
得たりすることがみられる。また、自分の都
合だけを考えて人に迷惑をかけても平気とい
うような行動もみられる。それは、社会の中
で、ルールを守って社会的役割への期待に応
える行動ができないということでもある。そ
れぞれの調査では、過去の調査との比較をし
て子どもの経年的変化をみるとともに、各テ
スト間の関係をみることによって、現代の子
どもの心理的特徴をより具体的に浮かび上が

らせることができると考えた。
　その結果、10数年前のデータと比べると、
自己意識の発達では、他者や自己の外観に注
意を昔ほどはらわなくなり、むしろ自己に注
意が焦点化されるようになって、より内向的
傾向を示すようになってきている。自分の評
価（主観的統制感）については内的統制感が
当時の小学生より弱まり、外的統制感が少し
強くなっている。自分の管理（行動の自己統
制）については、昔は５年生から６年生にか
けて自己制御の成績が下降していたが、今は
上昇している。ストレスの対処については全
般的に少し値が高くなっており、その中でも
注目すべきは行動的同調で、男女とも今日の
小学生のほうが高い得点を示している。コン
ピテンステストに関しては、社会コンピテン
スの平均値が少し今日の子どもの方が高い位
であり、子どもの自分の能力の評価に関して
は必ずしも今の子どもの方が低いことは示さ
れなかった。社会的責任目標（向社会的目標
と規範遵守目標）に関しては、11年前に比べ
て向社会的目標に関しては同じような意識で
あるが、規範遵守目標については高得点にな
ってきており、より規範重視となってきてい
ることがわかった。
　これらの結果をみてみると、集団としては
少なくとも10年前の子どもとそれほど大きな
変化はないといえる。しかし、日々子どもと
向かい合い生活をともにしている現場の教師
は、どのようにとらえているのだろうか。こ
の調査結果のように、それほど大きな変化は
ないと感じているのだろうか。そこでこの研
究では、教師が今の子どもたちの行動をどの
ように評価しているのかを見ることにした。
それは、子どもの行動の変化がいかなるもの
であるかを把握する重要な情報になると考え
られるからである。
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目的

　教師の子どもの行動の評価について調べる
こととした。ただ、どのように調べるかで引
き出される結果も当然影響されると考えられ
る。ここでは、教師が道徳的に善悪であると
か、社会的に好ましいあるいは好ましくない
といった評価基準ではなく、教師という立場
で子どもをみてきた立場から、気になる、理
解できない、驚く、やめたほうがよいと思う、
放置できないなどさまざまなかかわりから多
面的に子どもの行動を評価してもらうことと
した。

方法

被調査者
　福井小学校・太田中学校・水尾小学校・葦
原小学校・東雲中学校に協力を頂いたことに
感謝の意を表します。小学校、中学校の先生
を対象に、調査を行った。小学校３校、中学
校2校の校長先生にお願いして、先生方に調
査に協力していただいた。回答は、後日回収
した。
　答えていただいた先生は、小学校12名（男
子２名、女子10名）で、年齢は25歳から54歳
まで、教職歴は2年から34年までであった。
中学校の先生は、５名（男子２名、女子３名）、
年齢は34歳から58歳まで、教職歴は11年から
30年までであった。

調査項目

　小学校、中学校の先生を対象に、担当して
いる児童・生徒について以下の質問に自由記
述で答えてもらった。
１　気がかりな行動
２　理解しがたい行動
３　驚かされる行動
４　修正したほうが良い行動

５ 　以前の子供と比べて変わってきた重大な
行動変化

６　今の子供に身につけてほしい行動
７ 　ほっておけない（対処しなければならな
い）行動

８　好ましい行動
９　行動評定
　担当している児童・生徒についての以下の
行動特徴について、5件法で評定をしてもら
った。評価してもらった行動は、これまで今
日の子どもの特徴と指摘された行動であり、
具体的には、コミュニケーション能力、対人
関係スキル、自己肯定感、効力感、自尊感情、
自己制御性、学力、学習意欲、時間展望の欠
如であった。

結果

１　気がかりな行動
　全部で、21の反応があった。
　基本的な身につけるべき行動が身について
いない（基本的生活習慣や常識や善悪の判断
をする力が身についていない、家庭学習（予
習、復習）をしてこない、返事、あいさつが
できない、人の話が聞けない等）、自己制御
（気に入らないとすぐに暴力で表す、じっと
できない、授業中にトイレに行きたがる、で
きない、わからないととりあえず大きな声で
言う、すぐに手が出る、立ち歩き、忍耐力が
なく、すぐにどうでもいい等）、攻撃性（け
がをさせる、気に入らないとすぐに暴力で表
す、言葉使いが悪い（しね、ボケなど）等）、
社会性（大勢で遊ぶのに子供たち同士で呼び
かけあえない、関係がないと知らん顔する、
返事、あいさつができない等）があげられて
いる。
　多くの子どもが示す行動ではないが、気が
かりな行動として指摘されている行動は、よ
く言われている子どもの特徴の一端が指摘さ
れている。もっとも、親の問題として指摘す
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る意見もあった。

２　理解しがたい行動
　全部で、18の反応があった。
　忘れ物（平気で忘れ物、宿題忘れをする、
忘れる児童が非常に多い等）、やるべき事を
しない（やるべきこと（プリント直し）があ
るのに遊びに行く）、整理整頓（下に物が落
ちていても、自分のでないと拾わない、机の
周りにえんぴつやくつ下、うわばきが散乱し
ていても、いっこうに気にならない、見て見
ぬふり（床に落ちている物を拾わない、友達
を手伝わない、身の回りの整理ができない子
が4から5人いる、物を大切にしない（名前の
ない落し物が散乱）など）、平気へいきでう
そをつく、ささいなことで切れて、大ゲンカ
になる等があげられている。

３　驚かされる行動
　全部で、14の反応があった。
　攻撃性の程度（えんぴつなど、先のとがっ
たものを投げたり、友達に向かっていったと
き、大人、教師に対しても暴言を吐くことが
ある、生徒同士のけんかで机を投げる等）、
大きな声を突然出す、話を聞いていない、開
き直る、見て見ぬふり、物を大切にしない等
が指摘されている。一方、自主性や行動力な
どの地力があるという点も挙げられている。

４　修正したほうが良い行動
　全部で、17の反応があった。
　挨拶や返事（あいさつの習慣がない）、言
葉づかい（暴言、腹が立ったり、いやなこと
があるとすぐにむかつく、さいあくと言って
しまう、目上の人をうやまう気持ちや敬語）、
自分の感情をコントロールできるように、じ
っと人の話が聞けるように、悪いと知ってい
て、集団の中で同調してしまう、授業が始ま
っているのに早く行動しようとしない、食の
偏り等が挙げられている。

５ 　以前の子供と比べて変わってきた重大な
行動変化
　全部で、17の反応があった。
　個人化（クラスとかグループの仲間意識が
あまりなくて個人単位の見方しかしない、男
子はやさしい生徒は増えたがリーダーシップ
をとれる生徒は減った）、自己制御（自分た
ちのころはもっとがまんしたりすることが多
かった気がする、みんなのためにとかみんな
と一緒にという自分を押さえていくことも必
要）、言葉使い（相手によって言葉使いを変
えることができない（男女とも言葉使いが荒
い））、自分で考え自分で行動するということ、
集中が持続しない、責任を取ろうとしない、
親について強く感じる等に加えて、友達にた
いする声掛けがやさしくなった等の評価もあ
った。

６　今の子供に身につけてほしい行動
　全部で、32の反応があった。
　基本的生活習慣（あいさつ、早寝早起き、
食生活など）、相手のことを考える（相手に
合わせて話せる、相手の心を想像して行動す
る、自尊感情を持ち、他人を認めてあげてほ
しい、仲間を大切にする気持ち、人の話をじ
っくりと聴くことができる、人の役に立とう
とする行動（周りに心地よさを与えようとす
る心）、周りの人の動き、気持ちを察すること、
みんなで協力したり助け合ったりできる力、
教師や目上の人への敬語等）、責任（自分で
考えて行動する、自分の行動に責任を持つ）、
自立心（自分のことは自分でする、主体的に
問題解決する力、誰かに言われてからするの
ではなく、自分たちで考えて行動する、自ら
を律する行動）、忍耐力（だめだとすぐにあ
きらめない、つまらないとすぐに決めつけな
い）等があげられている。

７ 　ほっておけない（対処しなければならな
い）行動
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　全部で、20の反応があった。
　攻撃（相手が傷つく言葉を平気で言う、一
方的に暴力をした場合、嫌がらせ、すぐに切
れて、暴力をふるう、すぐに手や足がでる、
人の心身を傷つける行動、ひとをたたく、暴
言、物を持って暴れた場合等）、法に触れる
行動や間違った行動、金銭にかかわること、
言葉使い、ゲーム、テレビでの子守等であっ
た。

８　好ましい行動
　全部で、24の反応があった。
　思いやりのある行動（相手のことを思いや
って行動する、相手の立場に立って考えられ
た時、牛乳をこぼしたらふいてあげるなど、
困っている人を助ける・困った時には助けて
もらう、友達が困っていたらすぐに助けてあ
げる等）、周りの人と協力できる、感謝する
気持ちを持つこと、公平で順当（妥当）な価
値観を手に入れること、自分を大事にし、友
人や家族を大事にする、責任を持って仕事や
課題に取り組む、周りの人と協力できる等で
あった。
　
９　行動評定の結果
　コミュニケーション能力、対人関係スキル、
自己肯定感、効力感、自尊感情、自己制御性、
学力、学習意欲、時間展望の欠如についての
教師の評定結果を、表１に示しておく。
　各行動の特徴の平均値の違いを１元配置の
分散分析で行ったところ、有意差が見られな
かった（F（8/117）＝ 1.391, ns）。平均値を
見ると３点台であり、中くらいの得点である。
このことは、気になる行動等具体的に行動を
あげてもらうと個人の行動としてあげられる

ために際だった行動として過大解釈されがち
であるが、実際の子どもたちは特にコミュニ
ケーション能力、対人関係スキル、自己肯定
感、効力感、自尊感情、自己制御性、学力、
学習意欲、時間展望の欠如といった行動特徴
に関して、問題があるというわけではないこ
とが示されている。

考察

　気がかりな行動として指摘されている行動
は、返事やあいさつ、人の話を聞くなど基本
的な身につけるべき行動が身についていない
ことや自己制御（衝動性や我慢のなさ）と攻
撃性と社会性があげられており、これまでよ
く言われている子どもの特徴の一端が指摘さ
れている。理解しがたい行動としては、忘れ
物や整理整頓という実際の生活の中でできて
いなければならないことである。教師からす
ると、なぜこのような基本的なことができな
いのか不思議な行動という感じであろう。驚
かされる行動に関しては、攻撃性の程度、大
きな声を突然出す、話を聞いていない、開き
直る、見て見ぬふり等が指摘されている。一
方、自主性や行動力などの地力があるという
点も挙げられている。修正したほうが良い行
動は、挨拶や返事、言葉づかい、自分の感情
をコントロール等、気がかりな行動と攻撃性
の高い行動が挙げられている。以前の子供と
比べて変わってきた重大な行動変化としては、
個人化、自己制御、言葉使い、自分で考え自
分で行動するということ、集中が持続しない、
責任を取ろうとしないなど、気がかりな行動、
修正したほうが良い行動と共通した事柄が挙
げられている。一方では、友達にたいする声
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掛けがやさしくなった等の評価もあったこと
は注目に値する。今の子供に身につけてほし
い行動としては、基本的生活習慣、相手のこ
とを考える、責任、自立心、忍耐力、諦めな
い等があげられている。ほっておけない（対
処しなければならない）行動としては、攻撃、
法に触れる行動や間違った行動、金銭にかか
わることなど、心身への危害、人道上の問題、
犯罪などと関わる行動が挙げられている。好
ましい行動としては、思いやりのある行動、
周りの人と協力できる、感謝する気持ちを持
つこと、公平で順当（妥当）な価値観を手に
入れること、自分を大事にし、友人や家族を
大事にする、責任を持って仕事や課題に取り
組む、周りの人と協力できる等であった。以
上のことから、気がかりな行動、理解しがた
い行動、驚かされる行動、修正したほうが良
い行動、以前の子供と比べて変わってきた重
大な行動変化、今の子供に身につけてほしい
行動、ほっておけない（対処しなければなら
ない）行動、好ましい行動に関しては、それ
ぞれ違った行動特徴が挙げられており、単な
る善悪といった評価基準では測ることができ
ない形で教師は子どもの行動を評価し、それ
に応じて教育的働きかけや実際上の指導を行
っていると考えられる。
　一方、今日の子どもに問題があると指摘さ
れている行動（コミュニケーション能力、対
人関係スキル、自己肯定感、効力感、自尊感
情、自己制御性、学力、学習意欲、時間展望
の欠如）についての教師の評価は、特に問題
となる行動は見られていない。平均点であり、
それぞれの特性が今の子どもの場合には特に
欠如しているわけでもなく、また特に優れて
きているわけでもない。

結論

　以上の結果をまとめると、気がかりな行動、
理解しがたい行動、驚かされる行動、修正し

たほうが良い行動、以前の子どもと比べて変
わってきた重大な行動変化、今の子どもに身
につけてほしい行動、ほっておけない（対処
しなければならない）行動、好ましい行動に
関しては、これまで言われてきているような
現在の子どもの問題行動をよく示していると
考えられるが、一方で、同じ教師による行動
評価ではコミュニケーション能力、対人関係
スキル、自己肯定感、効力感、自尊感情、自
己制御性、学力、学習意欲、時間展望の欠如
に関しては特に問題になるような結果は認め
られていない。
　このことから、本当に子どもは変わったの
だろうか？という問いに関しては、変わった
ともいえるし、変わっていないとも言えると
いうことになる。
　それでは、「子どもが変わったともいえる
し、変わっていないとも言える」ということ
は、子どもは集団としてそのような傾向を示
すようになっているのではないことは行動評
価から明らかであるが、教師が挙げる個々の
行動は確かに変わった面があるといえる。
　したがって、特別な個人の際だった行動を
指している場合と、昔は特殊な行動であった
行動特徴を示す子どもの割合が最近は増えて
きたということを指している場合との混在、
いわば行動や心の特徴の種類によって様々な
様態を示すということがこの調査から言える
ことである。
　今後は、行動や心の特徴の種類によって
様々な様態を明らかとすることが課題となる。
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